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矢切の斜面林

森つて いいi・t10'
わたしたちは森の緑を目にしたり、鳥のさえすりを耳にしたりすると心が癒されます。
森は空気をきれいにし、要には、,京しい風を生み、小鳥や虫たちの生きる場所であり、
虫捕りをしたりドングリをひろったり…子ど:t_,たちにとっては楽しい遊びや体験の場
で:t-:)あります。

幼稚園から森へ li;:1散歩

所有者の現状
先祖から引き継いだ森を、そのまま残したいと
いう 思いで持ち続けていて:t:)、今では何の経
済的価値ti生み出しません。そればかりかゴミ
の不法投棄や近隣住民からの苦情など、苦労
が大変多いのです。

仕事を持つていたり高齢だったり、思うよぅに
森の手入れができていない状況です。

残りわすか…松一Pl〇''樹林地
かつては人々の暮らしを支えていた
里山の樹林地…適度に人手が入るこ
とで守られ、いろいろな生き物の“命
輝く自然”がありました。しかし松戸

の民有林は減り続け、現在ではほん
のわすかな面積となりました(2017
年度には103ha、市域の1.7% ) 。都市
部に残されたわすかな森は今や“地

域の宝”です。

森の中には不法投棄のゴミが散乱



関さん宅と屋敷林

線を愛ii-るひeびeの動き
生き物たちをはぐ<む森を、何として:t:)そのま
ま残したいという所有者の想いから、公益財団
法人に寄贈された「関さんの森」では、その森
を保全するため1996年市民グループが活動
をはじめました。

樹林地の減少を何とか<い止め、緑を守りたい

という 思いは、市民、所有者、行政共通のtの

です。

20 02 年森の所有者は 「松戸 l:1:)l、るさと森の会」を設立しました。
行政t 2000年、条例に基づき「緑推進委員会」を設け、この委員会において「里や
まポランティア入門講座」が2003年に始まりました。

その後講座は市民と行政との協働で
毎年行われており、その修了生が里や

ま応援団として、所有者の理解・協力と
行政の応援を得て森の整備活動を始
めました。勉強会を行つたり情報を共

有する仕組みを作つたりと、 自主的に

活発な活動を展開しています。また、

市の公園や緑地でt市民ボランティア
が元百張つています。

里やまボランティア入門講座

一方行政は市内の樹林地について緑の条例による「保全樹林地区」「特別保全樹林
地区」の指定を推進し、重要な樹林地については都市緑地法に基づ<「特別緑地保
全地区」に指定し、将来に渡つて保全しています。(現在、矢切、栗山、幸谷の3地区)

オ'-'n,''7オしスト in松一plC)開催
2012年、市民に身近な森を知つて:t:)ら
い、楽しんで:t:)らい、その素晴らしさを
感じて:t:)らit:11lう という、日本で初めて
のイベントが行われました。森で活動し
ている市民ボランティアの発案で実行

委員会を立ちあげて実施した:t:)ので、
その後t毎年開催しています。

オープンフォレストで楽しいひと時
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森 ,0)自然と l 'a: ・ ・ ・
森の生態系 ' ' ' t,)3し )3し )3力、ら森なんた'''
木がた<さんあるだけでは森とはいえません。背の高い木、背の低い木、樹の下
の草やコケ、落葉の層、フ力フ力の土、そしてそこにた<さんの生き物がいきてい
て、 初めて 森”と呼 l、5にとができるのです。

命のつtさがt、・ ・ ・嫌lわれ者t役立つて1,、ます /

森には、 【木や草】→【蛾の幼虫】→【力工ル、力マキリ、小鳥】→【オオタ力、フク口ウ】
のよぅに、“食う食われる”のo':'1i,のつながりがあります。
落葉や枯れ枝、動物の死骸や排 ノ世物を分解する生き物:t)含め、不要な:t)のは何ひ
とつありません。ヒトからは嫌われがちな蛾・毛虫やクモなどt)棲むおかげで、小鳥
たちは子育てができるのです。

生態系ピラミッドの例 (絵 : 平岡考)



森には発見がいっばいあります。森

には木がた<さんありますが、木の中

にt高いtのや低いtの、太かったり、
細かったり、また木の葉つば:t:1、丸めで
広い:'ll:)の、細長くて針のよぅな:t:)の、つ
やつやした:tll1のやざらざらした:tJの、
大きな手のひらのよぅな:t)の、におい
を:tJつ:t:)のなどさまざまです。また森では思いがけないところにきれいなィ花が
0美いていたり、落ちているかわいらしい木の実をみつけたりします。

森に入ると、そこを住みかとするヘビ・ト力ゲ・力
工ルなどの動物や、葉つばを食べる昆虫や木の幹を
かじる昆 [::ll、そしてそれらの昆虫や木の実を食べる小
鳥、さらにその小鳥をねらうタ力などの大型の鳥など、

さまざまな生き物たちに:t:)出会うことがあります。ま
た、森のl;S、か l -:1:1、かした土や落ち葉の中には動物の死

体を食べるシデムシや落ち葉を食べるミミズやダンゴムシ、それに落ち葉や枯
れ枝などを分解( l;S1、んかい )するキノコの:t:)とになる菌類(きんるい)など、小さ
な生き物:tiたくさん住んでいます。
このよぅに森は多くの生き物に住むところや食べ物を提供しています。で

t:) 一方で、森の木:t:)成長するためには土の中の養
分が必要です。その養分を含んだ土は、鳥などの動

物の死体や、枯れた フl支や落ち葉などを土に戻すは

たらきをする小さな生き物とキ..,'コなどの菌類など
のはたらきによってつくられています。森は、た<さ
んの生き物の生活を守つて11l11lり、そしてた<さんの
生き物が森を守つていると云えます。

さあ、そんな森に入つて何か新しい発見をしてみましょう。

(文・絵 栗田吉治)



松戸の森で見つけ よう!
森によって、季節によってt、見'iiれるtのli;:ちがいま0

フクロウ
大木のウ口で子
育てをする。 ゴ
口スケホーホー
と鳴く 。松戸の
夜の生態系ピラ
ミッドの頂上に
位置する鳥。

シジユウ力ラ
森の芋虫・毛虫で
子育てをする。ネ
クタイ模様が太い
のが雄。ツピーツ
ピー 、 ジユクジユ
クなどと鳴く 。

カナへビ
長いしっ (まが特
徴のト力ゲ。小
さな生き物を食
ぺる。光沢があ
る ト力ゲは二ホ
ント力ゲ

力マキリ類
オオ力マキ リ 、  チ
ョ ウセン力マキ
リ 、 八 ラビ口力マ
キ リ 、 コ力マキ リ
の4種類がみられ
る 。

ナナフシ (ナナフ
シモ ドキ)
葉を食べて育つ。
枝に擬態している
ので、なかなか見
つからない。写真
は赤ちゃん。

コゲ ラ
ギ̃ッ と 鳴 く 小 さ
いキツツキ。コツコ
ツ と 幹の中の虫を
探す。枯れ枝に掘つ
た穴で子育てをす
るので、 森の枯れ木

は必需品。

エナガ
小さな丸い体に細
くて長い尾。忙しく
動きまわり、ジユリ
ジユ リ と 銀のネッ
クレスを こ す り 合
わせる音のよ ぅな
声で鳴く。

オニヤンマ
トンボの幼虫は水
の中で育つヤゴだ
が、羽化してから
成熟するまで、森
などで工サを捕つ
て過ごす。

ジョロウグモ
その美しさから上
幅(身分の高い高
貴な人)の名が付
いた。森で蚊をた
く さん食べて く れ
ている事だろう。

ナガサキアク 11、.
森の中でよく見かけ
る よ ぅ に なった黒い
アゲ八チョウ 。  季節
や雄此性で若干色柄が
異なるが、後地の突
起が無いのが特徴。



オオミズアオ
大き くて美しい
ll我。 幼虫はいろ
いろな木の葉を
食ぺて育つ。
生我の幼虫は小鳥
たちの大切なご

ち そ う 。

タマムシ
金属光沢のある
美しい甲虫。幼虫
は工ノキやサク
ラなどの弱つた
木や枯れ木の材
を食ぺて育つ。

イヌシデ
ぶら下がる実の
房を神社の四手
に見立てた。縦波
模様の樹皮を目
印に探すと、きっ
と見つか る !

スイ力ズラ
林緑に多いツル性
の木。 夏に ロ咲く花
の色は白から黄色
に変わる。香りと
望で虫を呼11l1l、。

ウグイス力グラ
林内の低木。春
先に小さなピン
ク の花 を l]美か
せ、5月に透明感
のある美しい実

がなる。

キンラン
荒れた林を整備して
明 る く な る と 、  シュ
ンラン、 キンラン、
ギンランなどの花が
多 く見られる よ ぅ に
なる 。

クマバチ
望やィ花粉を集め
て子育てする八
ナバチの仲間。大
きいけれど、いじ
めなければ刺す
ことはない。

エゴツルクビオ
トシブミ
工ゴノキの葉を
食べる 。  卵も葉
をクルクルと上
手に巻いた中に
産み付ける。

エゴノキ
明るい森や林縁
でたくさんの花
をつけ る 。下向
きのィ花は八ナバ
チの訪問を待つ
ている。

ガマズ ミ
明るい森の中や
林縁でよくィ花を
つける低木。秋の
赤い実はとても
酸つばいが、鳥に
はごちそう。

タチツボスミレ
とキタキチョウ
早春の明るい林
をいろどるィ花は、
成虫で越冬した
チョ ウや八チの
大切な望源。

八ナオチバタケ
森の落葉や枯木を
栄養にして育つキ
ノコは、有機物を分
解し森の肥料にし
てくれる、大切な森
のメンバーだ。



さ ま、:Sまtさ人たちが、線を守る活動や仕事をしています。
実際に森で活動しているオー-1ン7 オしスト実行委員会の
国体については、. ,tiイ ド ':aッ ク径半の 「松戸の森のご案内」
にて組介していまi;。

松一P' i la,.る さe森の会 (連絡先:366-7378みどりと花の課)
残された緑を守り、貴重な自然環境を次世代に引き継ぎたいと願う山林所有者の団体。
2002年5月に結成。都市環境保全林に関する国への陳情、視察研修会など。
松戸里やま応援国連格会 (連絡先:345-6086野口功)
「里やまポランティア入門講座」の修了生が設立した里やま活動団体の連絡組織。
共通する課題の協議やステップアップ講座などを実施している。

松戸里やま応援国樹護の会 (連絡先:367-6o2o中村詔夫)
2017年の「里やまポ'ランティア入門講座」を修了した生まれたてのグルー プ。4月から
金ケ作地区の森で、安全に注意を払いながら手入れ作業などの活動を開始している。

Save ,the Gr'een @Akiyama (連絡先:090-6472-2131西マリヤン)
毎月第4土曜日に「秋山の森」で季節を感じるイぺントを企画し、同時に森のお手入れ活動
を行つている。「森育あそび教室」等を通じ若い世代に積極的に参加を呼び掛けている。

1aC)::家・ット■1一ク 'まつe (連絡先:090-2935-9444高橋盛男)
豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることを目的に、2000年に発足。観察・学習ツアー
を年4回実施。市内のみどりに関する情報を掲載した通信を発行している。

開さんの森エコミュージi',l11l, (連絡先:090-9156-4960木下紀喜)
長い時間をかけて形成されてきた関さんの森の自然と歴史這産をそのまま保全し、生き
た形で自然や文化を体験学習する場として整備・活用することを目指している。

千St幅を守る会 (連絡先:090-4667-0209山田純精)

市内で最:E:1自然が残る千駄堀地域(現「21世紀の森と広場」)の豊かな生態系を守るため
に作られた自然保護団体。毎月第四日曜日に自然観察会を実施し記録を残している。

松戸市みeりe花の課 (連絡先:366-7378)

樹林地の保全、街路樹・公共緑地等の管理、民有地の緑化推進、ィ花いっばい事業の推進、緑
のポ'ランティアの育成などを行つている。

松戸市公国線地課 (連絡先:366-7380)
公園緑地の計画、新設、改良、維持及び運営管理に関する業務を行つている。市民との協

働による事業展開t図つている。



松戸市緑推進委員会 (連絡先:366-7378みどりと花の課)
緑の保全及び緑化の推進に関する基本的事項を調査審議する市長の諮問機関。
第一回の里やまポ'ランティア入門講座を実施した。

みeり l0l行動会議 (連絡先:366-7378みどりと花の課)
松戸市みどりの市民憲章を普及・定着させるため、イベント等を企画・実践している市民
ポランティアの集まり。「みどりのマップ作り」「七タプ口ジェクト」などを行つてきた。

(公財)松戸1llteり lt花Cl基金 (連絡先:71o-2851)
広<市民の自発的・積極的な参加を得て都市緑化の推進を図り、緑豊かな潤いと安らぎの
あるまちづ<りを推進することを目的に、その活動と支援事業を展開している。

オー-1スン7 オ しスト i n松戸実行委員会 (連絡先: o9o-3313-o921事務局)
2010年より始動。みんなで協力してオープンフォレストin松戸を開催している。
実行委員長:柳井重人(千葉大学)

構成団体:松戸 llS、るさと森の会、松戸里やま応援団一起の会、同囲いやま森の会、同三樹
の会、同四季の会、同里やまV ・千駄堀、同小浜の森の会、同七喜の会、同八輝の会、同里
やまQ、同みなみの森の会、同樹人の会、同甚左衛門の森の会、松戸里やま応援団、河南
環境美化の会、関さんの森を育む会、;留ノ上レディース、根木内歴史公園サポーター・根つ子
の会、緑のネットワーク・まつど。

松 戸 み ど  り の市 民 意 章

私たちのまわりには、 樹木、 草花、 水、 土、 空そしてさまざまな生きものから

構成されるみどりが存在しています。 私たちは、 自身と輝かしい未来を担う子ど

もたちの幸せのために、 これまで育まれてきたみどりの財産を分かち合い、守り

育て、豊かにしていきます。そのために、市民 ・ 企業・行政の三者が、それそれ

の立場において、みどりのもたらす恵みに想いをはせ、 自覚と責任、 対話と協働

に基づいて行動します。

1 .松戸市民はみどりと暮らす豊かさを大切にします。

1 .千年来のみどりの声に耳を傾け、 百年後のみどりを育てます。

1 .子どもたちの夢とあそびを受けとめるみどりをいっぱいにします。

平成16年10月1日制定


